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研究の概要
近年の学校教育においてはICTの活用が進められており、幼児教育においても、

養成校での「指導法」や「教育方法・技術」の科目において、ICTの活用に関す
る項目を扱うことが必須となっている。しかし現状では、保護者・保育者・学生
それぞれにおいても、保育・幼児教育の実践場面おけるICTの活用については反
対意見が多く、保育実践におけるその導入は十分に進んでいない。
保育現場において保育実践でICTをどのように活用しているかを調べ、ICTを活

用することにより、園での子ども達の遊びや生活が充実し、子どもの育ちを保障
することにつながっているか検討した。ICT機器を活用することで、子どもの言
葉や意欲などを大いに刺激する保育実践が可能になると考えられる一方で、保育
実践の中で子どもがICT機器を利用するためには、保育者のスキルが十分でない
との課題が明らかとなった。
また、保育実践におけるICTの活用に対し、十分な理解が進んでいないことに

ついて、保育者の卵たる保育者養成校の学生が忌避感を持っているのではないか
と考え、調査した。加えて、ICT活用への忌避感を軽減する授業実践を紹介する
とともに、授業を通じて学生の意識がどのように変革するかを検討した。学生は、
保育におけるICT活用とは、業務負担軽減目的でとらえており、従来の保育を否
定するものであるといった勘違いをしていること、ICT機器操作に対する自信が
ないため、自身がICTを活用した保育実践を行うイメージが持てず、忌避感を持
ちやすいことが分かった。保育者養成校では、ICT機器を保育実践における道具
の一つとして扱うことができるよう、保育実践例の紹介や、適切な教育ソフト・
アプリを選択できるだけの力量や保育者の視点、情報収集能力の育成などの授業
内容が必要となってくる。
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表1 学生の保育現場におけるICT活用イメージ

表2 学生の保育実践におけるICT活用への賛否

図1 ICTを活用した保育実践例

活用場面 件数 割合 
保育者の業務負担軽減（出退勤管理など） 116 88.5％ 
保育についての記録の作成（日誌・指導計画等の作成など） 110 84.0％ 
保護者との連絡業務 103 78.6％ 
保育カンファレンス等の研修 45 34.4％ 
子どもへの保育実践（保育者が ICT を使用） 71 54.2％ 
子どもへの保育実践（子どもが ICT を使用） 73 23.7％ 

 

 
Before 調査 After 調査 

保育者が使用 子どもが使用 保育者が使用 子どもが使用 
件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 

賛成 131 100.0％ 71 54.2％ 131 100.0％ 121 92.4％ 
反対 0 0.0％ 60 45.8％ 0 0.0％ 10 7.6％ 
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